
















畑地帯総合整備事業 飯富岩根地区 紹介

地区概要
事業地区：畑地帯総合整備事業 飯富岩根地区
市 町 村：水戸市・城里町
工 期：平成３年～令和２年
主要工事：区画整理、農業用パイプライン
受益面積：110.4ha（畑）

ねぎ

畑用給水栓

作 物

・デントコーン
・ねぎ
・キャベツ
・しょうが
・はくさい
・枝豆
・玉ねぎ
・ゴボウ
・小松菜

など

飯富岩根地区１



飯田地区の取り組みについて

１



飯田地区の位置

那珂IC飯田地区

２



目的

現況は用水施設が未整備のため、不安定な営農

・用水施設の整備

・適時かん水と経験的なかん水との比較検証

・農福連携、新たな地域農業として維持・発展

・安定した経営の確立、更なる水利用の推進

３



地区概要
①事 業 名：畑地かんがい推進モデルほ場設置事業

②地 区 名：飯田地区

③事業期間：H30～R4

④受益面積：4.2ha

⑤事 業 費：64,200千円

⑥負担割合：国50％、県50％

⑦関 係 市：那珂市

⑧関係土地改良区：那珂川沿岸土地改良区

⑨調査協力者：社会福祉法人なるみ園

⑩実施主体：茨城県県北農林事務所土地改良部門
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施設整備、営農調査の流れ

１年目（Ｈ３０）
・測量設計

２年目（Ｒ１）
・井戸の設置

・パイプラインの埋設

３年目以降（Ｒ２～Ｒ４）
・畑かん施設運用開始

経験的なかん水

適時かん水

５



作付計画・施設位置

６

















 

公益財団法人那珂川沿岸土地改良基金協会 

畑地かんがいモデル実証圃調査結果 
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畑地かんがいモデル実証圃調査結果 
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○ 各作物の調査結果について 

 

       こ ま つ な ・ ほうれんそう 

 

は く さ い ・ ブロッコリー 

 

に ん じ ん ・ し ょ う が 

 

な す ・ 加工かんしょ 

 

  



 

 

畑地かんがいモデル実証調査 概要 
 

 

 

○目 的： 

公財）那珂川沿岸土地改良基金協会では、那珂川沿岸地域における畑地かんがい効果の PRを 

目的として、その基礎資料に資するため、畑かん実証調査を実施する。 

 

 

 

○実証圃調査内容： 

 ・畑かん実証調査は、那珂川沿岸受益地内で、各作物５ヶ年の調査を実施する。 

・調査方法は、調査ほ場内に設定した調査区中で「かん水区」「無かん水区」２つを設ける。 

栽培方法（播種・定植・施肥・収穫等）は、両区で同じ条件で栽培を行う。 

かん水区においては、定植前後や生育に合わせ、適宜必要量のかん水を実施しながら栽培する。 

無かん水区においては、原則かん水を行わず、天水のみで栽培をする。 

 ・調査項目は、生育調査（草丈、最大葉長、最大葉幅など）と収量調査（収量、規格）として、 

  写真撮影及び記録し、各年度の成果報告書を作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○調査結果のまとめ： 

・各年調査の結果を、５年分としてまとめ、生育・収量を比較し、かん水効果を考察する。 

 ・収量調査の結果より、市場統計平均単価を参考に作物ごとの１０ａあたりの収益を算出し、 

かん水区・無かん水区で比較する。 

  

・これら調査結果を関係研修会・ホームページにて公開し、那珂川沿岸地域における畑地かんがい効果 

実績の周知に努める。 
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畑地かんがいモデル実証圃調査 結果まとめ 

 

・畑地かんがいモデル実証圃調査の結果、下表のとおりの収量・想定収益となった。 

・作物別の成果については、P３～６を参照。 

・５ヶ年調査の結果、どの作物においても、かん水区が無かん水区の収穫量を上回る結果となった。 

 各年調査の結果、特出した結果として、その年の収量が平年値を下回った年において、かん水区が 

大幅に無かん水区の収量を上回る結果となった。原因としては、定植後や生育時期に降雨等が 

少ない時期にかん水を実施したことにより、生育不良が改善されたことで収量が無かん水区ほど 

大幅な減少がなかったことが要因として考えられる。 

 

５年平均のかん水・無かん水における作物別収量比及び想定収益比較結果 
 

 

※かん水区収量比の計算方法 ： かん水区収穫量 / 無かん水区収穫量（10a 当たり） 

※無かん水区は、100％とする。（赤罫線で示す。） 

※収益(10a 当たり)は、収穫量(10a/kg)×市場平均単価(ｋｇ・円)にて算出しています。 

※東京都中央卸売市場の市場統計情報より作物別市場平均単価（ｋｇ・円）を参考としています。 

※収益価格は参考価格であり、経費を含みません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 



 

作物別調査結果概要 

作 物 名 調 査 概 要 結    果 

こまつな ○調査期間：平成２５年度～平成２９年度 

○栽培期間：８月中旬～１０月中旬 

○調 査 地：水戸市成沢町 

○品   種：夏の甲子園 

○調   査：生育・収量 

○収穫量が５年平均 26％増 

○収益は５年平均 11,290 円増 

○H28 年,H29 年調査では、生育期間の雨量が少なかった 

ため、無かん水区での生育不良により、かん水区の 

収穫量が大幅に増加した。 

ほうれんそう ○調査期間：平成３０年度～令和４年度 

○栽培期間：１０月初旬～１月下旬 

○調 査 地：水戸市岩根地区 

○品   種：グリーンホープ 

○調   査：生育・収量 

○収穫量が５年平均 7％増 

○収益は５年平均 173,521 円増 

○R３年,R４年調査では、生育においては発芽状況・根長 

根径においてかん水区が上回った。 

R３年の調整重では、株あたり 4.6g 上回った。 

はくさい ○調査期間：平成２９年度～令和３年度 

○栽培期間：９月上旬～１月中 

○調 査 地：水戸市飯富町 

○品   種：おおむき・黄将 

○調   査：生育・収量 

○収穫量が５年平均 6％増 

○収益は５年平均 34,430 円増 

○どの年においてもかん水区が無かん水区を上回る結果

となった。H30 年調査では、調査株の規格では、かん水

区の方が２L 以上の規格が多くなった。 

ブロッコリー ○調査期間：平成３０年度～令和４年度 

○栽培期間：７月上旬～１１月上旬 

○調 査 地：水戸市柳河町 

○品   種：ピクセル・グランドーム 

○調   査：生育・収量 

○収穫量が５年平均 6％増 

○収益は５年平均 22,032 円増 

○どの年においてもかん水区が無かん水区を上回る 

結果となった。Ｒ元年調査では、収穫後の調整重が、 

かん水区で２g上回り、収穫量が１０％増加した。 

にんじん ○調査期間：平成２５年度～平成２９年度 

○栽培期間：７月下旬～１２月中旬 

○調 査 地：水戸市加倉井町 

○品   種：ほれぼれ・アロマロット 

○調   査：生育・収量 

○収穫量が５年平均 8％増 

○収益は５年平均 249,705 円増 

○H28 年調査では、播種後のかん水により、苗立ち 

数が増えたため、大幅に収穫量が増加した。 

しょうが ○調査期間：平成２６年度～平成３０年度 

○栽培期間：４月中旬～１１月初旬 

○調 査 地：城里町上入野 

○品   種：近江生妻 

○調   査：生育・収量 

○収穫量が５年平均 27％増 

○収益は５年平均 415,808 円増 

○H27 年,H29 年,H30 年調査では、かん水区における 

生育がよく、１株あたりの根茎が大きくなったため、 

収量が増加した。 

なす ○調査期間：平成２４年度～平成２８年度 

○栽培期間：５月～８月中旬 

○調 査 地：水戸市飯富 

○品   種：千両２号 

○調   査：生育・収量 

○収穫量が５年平均 13％増 

○収益は５年平均 152,250 円増 

○どの年においてもかん水区が無かん水区を上回る結果

となった。H27 年以降のかん水区では、収穫時期後半に

なっても収量が落ちず、収量が増加した。 

加工かんしょ ○調査期間：平成２７年度～令和元年度 

○栽培期間：４月初旬～１１月初旬 

○調 査 地：常陸大宮三美 

○品   種：べにはるか 

○調   査：生育・収量 

○収穫量が５年平均 31％増 

○収益は５年平均 147,045 円増 

○H27 年･H29 年の調査では、収穫量が少ない場合において

も、かん水区では安定的に収穫量を確保している。 

どの年においてもかん水区が無かん水区を上回る 

結果となった。 
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